
＜説教の要旨＞  いちじくの木の下で 

・ナタナエル 

 主イエスはバプテスマを受けた

後、弟子たちを召命しています。ア

ンデレ、ペテロ、ピリポです。さら

にピリポは友人ナタナエルに主イエ

スを紹介すると、彼は「ナザレから

何の良いものが出るだろう」と一蹴

します。彼は、自分なりに待望観が

あったからです。そこでピリポは、

ともかく「来て、そして。見なさ

い」と主イエストとの交わりに招き

ました。 

 

・いちじくの木の下で 

「イエスはナタナエルが自分の方に

来るのを見て、彼について言われ

た。「これこそ、本当のイスラエル

人…」と語ります。彼は形だけの信

仰ではなく、心の真実を持っていた

からです。また主イエスは「わたし

は、ピリポがあなたを呼ぶ前に、あ

なたがいちじくの木の下にいるのを

見た…」と語っています。「いちじ

くの木の下」はナタナエルの祈りの

場でした。 

 

・「人の子」と交わりの深み 

 ナタナエルは主イエスの霊的洞察

に対して、「あなたは神の子…イス

ラエルの王」と告白します。彼は主

イエスの内に神の臨在を明瞭に覚え

たのです。それに対して主イエスは

祝福の約束を与えます。 

「天が開けて、神の御使いたちが人

の子の上を上り下りするのを、あな

たがたはいまに見ます」とありま

す。これは主イエスを通して、神と

の深い交わりに招かれる約束です。

事実、弟子たちも、後に、主イエス

により聖霊を受けることになりま

す。そしてこの約束は、私たちの場

合も全く同じです。  

みによって救い出されること
が神のみこころであることを
信じ、生活を通して伝道のわ
ざにあずかることを喜びとし
ます。 

 

 「礼拝の心得」    
・礼拝五分前までには着席し
ましょう。  

・献金は、神に対する信仰と
感謝をあらわすものですか
ら、初めての方は遠慮くだ
さって結構です。  

・お身体等の具合の悪い方
は、礼拝中、お座りになった
ままで結構です。 

     「我らの信仰」 
1､私たちは、聖書に記されている「みこと
ば」を語られているとおりに信じ受入れ、従
い、実行する群れです。 

2､私たちは、イエス・キリストのみわざに
よってすべての罪から自由にされ、神ととも
に働く群れです。 

3､私たちは、天地万物の創造主である唯一の
神を信じ、愛することができる者とされたこ
とを特権とし、このお方のために生きること
を喜びとします。 

4､私たちは、主にあって互いに兄弟姉妹を愛
し、仕えることを通してみこころにかなうキ
リストの教会を形成し、自己の霊的成長を図
ります。 

5､私たちは神が愛し救おうとしているすべて
の人々が､私たちと同じようにキリストの恵
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週 報 

 2020年度テーマ 「キリストに根ざして 」 聖句;コロサイ２：７     

     主日礼拝 AM10:30～  奉仕当番  

前   奏  奏楽者   今週  来週 

招  詞     詩篇１９：１～８ 司会者 司会 斉藤兄 長島晃兄 
賛  美 ３０６番 一  同* 奏楽 遠藤姉 須藤兄 
開会の祈り  司会者*  礼 野上姉 吉田姉 
主の祈り       主の祈りⅠ 一  同*  拝 増田姉 前野和兄 
聖書交読  Ⅰテサロニケ５：１２～２２ 一  同  当   
牧会の祈り  牧 師  番   

今月の歌   １９５番(２回)／詩篇９５篇 一  同 生花   

聖書朗読 ヨハネ福音書１:４３～５１ 司会者 看板 東藤姉 佐浦聡姉 

説  教   いちじくの木の下で 牧 師 週報   

賛  美          ４８２番 一  同* 祈祷会   

献金･祈り  当  番 音 響   

頌    栄          ２７１番   [*換気] 一  同* ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ 前野和兄 斉藤兄 

祝  祷  牧  師 ＜本日の行事/集会＞ 

・女性全体会 
  ＊起立 

主日の定例集会 

  * 日曜学校           ;AM9:50 

  * 中学高校生クラス;AM9:5030～10:05 

 * 成人科クラス    ;AM9:30～10:10 

   

  

     ＜今週の予定＞ 

2024年1月 

  24日(水) pm 7:45 祈祷会(エレミヤ5１章) 

   

 ＜来聖日の予定＞ 

・ 

2024年１月２１日 

 2023年度テーマ  「イエスにとどまる 」 ／御言葉：ヨハネ福音書１５：４    


